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１．概要（Summary） 

金属材料に炭素繊維やカーボンナノチューブなどを複

合化することは金属材料の強度向上や高熱伝導化など

のメリットがあるため，数多くの研究がなされている．一部

の金属と炭素繊維は反応性が高いため，しばしば界面に

炭化物を形成する．炭化物形成によって，強度や界面熱

伝達率の低下を招くため，上記の複合化のメリットが失わ

れてしまう．そこで，炭化物の形成を抑制するために，炭

素繊維に表面処理を施す研究が数多くなされてきたが，

解決策は未だ見出されていない．本研究では，炭素繊維

の表面処理として大気圧プラズマ処理に着目し，炭素繊

維表面状態に及ぼすプラズマ処理の影響を調査した．そ

の結果，大気圧プラズマ処理によって炭素繊維表面に酸

素を含む官能基が付与されることが明らかとなった． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】In-situプラズマ照射表面分析装置 

【実験方法】 

炭素繊維に大気圧プラズマ処理を施し，XPS分析装

置にて表面の結合状態を調べた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1，2に大気圧プラズマ処理前後の炭素繊維表面

の XPS分析による C1sおよび O1s スペクトルを示す．

Fig.1 より，大気圧プラズマ処理により C-Oピーク強度が

増大し, (C=O)-Oピークが新たに出現したことが確認され

た. また Fig.2 より, C-OHピーク強度が増大し, 

C-(C=O)-Oピークが新たに出現したことが確認された. 

つまり, 大気圧プラズマ処理により繊維表面に酸素を含

む官能基である OH基, COOH基などが生成したことを

示唆している. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし． 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし． 

 

６．関連特許（Patent） 

なし． 

Fig,1 XPS analysis. C1s spectra (a)before 

plasma treatment, (b)after plasma treatment 

Fig.2 XPS analysis. C1s spectra (a)before 

plasma treatment, (b)after plasma treatment 


